
＜個別案件確認表（組織委員会）＞  

               組織委員会担当確認  令和３年３月２６日 

                 新型コロナ作業部会確認  令和３年３月３０日  

 

事業名 競技場等における混雑検知<業務委託>                                                     

案件名 競技場等における混雑検知業務委託（新型コロナウィルス感染症対策事業）                                    

確認の視点 組織委員会の見解 備考 

経費の負担が令和 2

年 12 月 4 日の合意

の考え方に基づくも

のであること 

・本件は、混雑検知サービスの提供によりコロナ対策を行

う業務委託契約を締結するものである。 

・令和 2年 12月 4 日の合意の考え方に基づく、新型コロ

ナウイルス感染症対策経費に該当すると考えている。 

 

事業の執行に当た

り、大会運営を担う

組織委員会が一括し

て執行した方が効率

的、効果的であるこ

と 

・競技場及びファシリティにおける来場者の入退場に係る

権限等の情報は、組織委員会で一元的に管理されるもの

であり、その情報を活用した混雑検知システムは情報管

理・効率的構築の両面から、組織委での一括執行が望ま

しい。 

 

経費の内容等

が必要性（必

要な内容、機

能かなど）、効

率性（適正な

規模、単価か

など）、納得性

（類似のもの

と比較して相

応かなど）等

の観点から妥

当なものであ

ること 

必
要
性 

・混雑が予測される対象箇所の混雑状況をセンサーで検知

し、スマホや表示装置にて混雑状況を周知する。観客・

選手に混雑状況を把握してもらい、３密（密集、密接、

密閉）を避けた行動を促すことで、クラスター発生を防

止するものである。 

・東京オリンピック・パラリンピック競技大会における新

型コロナウイルス感染症対策調整会議の中間整理を踏

まえ、混雑状況を検知するシステムの導入にあたり確実

かつ円滑に実施するために不可欠なサービスである。 

 

効
率
性 

・大会運用期間のみ情報提供を行うなど、本業務が必要か

つ最低限になるよう精査し、効率性を図っている。また、

類似システム関係者による確認などを実施している。 

 

納
得
性 

・必要かつ最低限になるよう精査し、費用低減の交渉を重

ね、経費削減に努めている。 
 

その他経費の内容等

が公費負担の対象と

して適切なものであ

ること 

・警備資機材に関する発注であり、公費負担が適切である

と考える。 

・Ｖ５予算内であることを確認している。 

・選手、大会関係者の行動ルールの検討等に合わせて実施

内容を精査し、変更等が生じる場合には報告する。 

 

 

資料２ 


